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環境担当部局の意見 都市計画決定権者の見解
６．地盤沈下（地下水位）にかかわる事項
（１）当該計画道路は厚い沖積層上を通過することか
ら、事業の実施に際してボーリング調査等による詳細
な地質調査を実施し、その結果を踏まえ周辺地域の地
盤沈下防止する対策を講ずること。

　地盤沈下については、評価書第７章第１節及び第８章
第２節において予測、評価を行っており、コンクリート躯
体周辺に透水性の高いドレーンを設置することなどによ
り、工事完了後の地下水への影響は少なく、それに起
因する地盤沈下もないと予測しています。
　また、事業の実施に際して、詳細な地質調査を実施し
地域の地盤特性を把握するとともに、その結果を踏まえ
地盤沈下対策に十分配慮した構造とするよう努めてま
いります。

３）大規模地下構造物の設置に伴う地下水脈の遮断を
防止する工法について、具体的に明らかにすること。

　地下水脈の遮断については、コンクリート躯体周辺に
透水性の高いドレーンを設置することなどにより、工事
完了後の地下水の流動を遮断しない計画としています。
なお、詳細については、今後、地質調査、地下水調査及
び詳細設計等を実施し、決定することとしています。
　なお、地下水分断対策は、供用中の東京外かく環状
道路（練馬区間）の掘割構造において事例があります。



概略平面図・縦断図

対象区間

図-1.4 概略平面図

対象区間

千葉県区間 L=12.1km
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想定土層断面図

　　太赤線は山留め壁根入れ深度を示す。
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太緑線は山留め壁根入れ深度を示す。



地下水流動保全対策検討の必要性

松戸市～市川市区間では、半地下式掘割構造
が計画されている。

本線工事の施工にあたっては地中連続壁を用
いることから、地下水流が遮断され周辺地盤に
影響を及ぼすことが懸念される。

そのため、平成１１年度から委員会を設立し、当
該路線の地下水対策について検討・審議が行
われてきた。

-4-



地下水流動保全概念図

出典：地下構造物と地下水環境
（監修 地下環境編集委員会）
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地下水流動阻害により生じる
地下水環境問題

出典：地下構造物と地下水環境
（監修 地下環境編集委員会）

地下水利用 ・揚水ポンプの障害 ・井戸枯れ

・湧水枯渇

地盤環境 ・液状化危険度の増大 ・壁構築に伴う地盤撹乱による ・地盤沈下

 透水性低下 ・酸欠

・湖沼、湿地の消滅

地下水質 ・滞留による水質低下 ・孔壁安定液による水質汚濁 ・塩水化

構造物 ・地下部漏水量の増大 ・不同沈下 ・沈下または地上部段差障害

・浮き上がり ・地盤沈下による配管類の損傷

・耐久性の低下

生態系 ・植物の根腐れ ・植物の枯死

・水生生物、植物の減少

表　地下水流動解析により生じる地下水環境問題

上流側

地下水位（水頭）の上昇
線状構造物周辺

下流側

地下水位（水頭）の低下
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許容地下水位変動量

次に示す６項目から設定する地下水位に許容さ
れる上限値・下限値である。

① 液状化 （上限値）

② 井戸涸れ （下限値）

③ 圧密沈下 （下限値）

④ 既設構造物（上限値・下限値）

⑤ 湧水 （上限値・下限値）

⑥ 植生 （上限値・下限値）
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許容地下水位変動量の設定
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解析モデル

全線三次元モデルを構築

《特徴》
・南北：約１１ｋｍ、東西：約６ｋｍの外環全線を含む
・接点数：約１５０万、要素数約：約２８０万
・メッシュ分割：約５０ｍを基本とし、斜面や河川付近
では数ｍ程度
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解析モデル（概要図）

地下水の流向

（不圧帯水層）
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地下水流動保全対策 検討ステップ
施工時：山留め壁構築完了・掘削開始前から

躯体構築・埋め戻し完了まで

山留め壁構築完了・掘削前および

躯体構築・埋め戻し完了時

完成時：躯体構築・埋め戻し完了後

掘削中
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地下水流動保全対策検討結果（施工時）

対策必要区間想定仕様：２０～４０ｍ間隔にリチャージウェル設置
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地下水流動保全対策検討結果（施工時）

施工時：・許容地下水位変動量を満足できない区間に対
し、復水工法を採用する。

・解析の結果から、注水量および間隔を想定。

・周辺地盤への影響を考慮するため、観測井戸
や各種計器を設置し、得られたデータを施工
（対策）にフィードバック（情報化施工）する。
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地下水流動保全対策検討結果（完成時）

・通水対策が必要な箇所がある

・対策工の想定設置間隔は現在照査中-14-



通水対策工 概念図

完成時：躯体による地下水流動を保全するため、各層に
より、異なる通水対策を実施する。

平面図
断面図

深層部：山留め壁破砕・置換

浅層部：集水・復水井戸
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通水対策工 形状

浅層部：集水・復水井戸

深層部：山留め壁破砕・置換
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